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『複雑な世界、単純な法則　ネットワーク科学の最前線』

マーク・ブキャナン 著

阪本 芳久 訳

ISBN4-7942-1385-9

2,310円

草思社

ネットワークの科学は、
広く感じる世界が本当は狭い理由を明らかにできるか

森山 和道（サイエンスライター）

GoAhead & Co. 著

ISBN 4-12-003609-X

1,050円

中央公論新社

『電車男』に続く掲示板収録型恋愛ストーリー
ウェブコンテンツを転載した書籍は今後も続くか

山川 健（ジャーナリスト）

世界はなぜ狭いのか。ダンカン・ワッツ

とスティーヴン・ストロガッツがミルグラム

の「6次の隔たり」を説明する1つの方法

を見つけてから、「スモールワールド」と

呼ばれるネットワークの研究が流行って

いる。一般的な社会やインターネット、神

経系に至るまで、あちこちで普遍的にス

モールワールドが見られるからだ。ここ

に何か世界の秘密があるに違いない。

伝染病や噂話など情報やエネルギーの

伝達、生態系の仕組みについてスモール

ワールドはどんなことを教えてくれるの

か。本書は、現在進行形の研究の物語で

ある。ネットの成長や構造についてもか

なりの紙幅が割かれている。

世界を狭くするにはどうすればいいの

だろうか。ただ闇雲に点と点を繋げばい

いわけではない。また実際の世界は明ら

かにランダムな繋がりを持っているので

はなく、あるまとまりを持ってクラスター

化している。「強い絆」で結びつけられた

地域や企業、学校、友人たちだ。現在で

はクラスターとクラスターを繋ぐ「弱い

絆」が世界を狭くする要因の1つである

と分かっている。

だがスモールワールドの作り方はこれ

だけではない。たとえばネットはクラス

ターが繋がっているというよりも、少数の

ハブが莫大な数のリンクを持つことで狭

くなっている。そしてハブの出現もまた

一般的なのだ。なぜこうなるのか。ここ

から先は本を読んでもらいたい。

ウェブに書かれた内容を、誤字脱字の

修正や読点句読点を追加削除しただけ

でほぼそのままプリントし、書籍化した

スタイル。主人公の書き込み（質問）と、

それに対する意見（回答）で構成されて

いる。すでにヒットした『電車男』に次ぐ

2匹目のどじょうと言えなくもないが、本

書からは、こうした形での書籍刊行が今

後定着しそうな気配も感じられる。

Q&Aサイト『OKWeb』を利用したgoo

のコミュニティー、『教えて！goo』に書き

込まれた質問と回答が本書のすべて。

完全匿名サイトを舞台にした電車男と違

い、主人公が誰なのか、特定できている

という。妻の浮気を知った夫（主人公）

が現場に乗り込み、最後は復縁するとい

う、ありがちなストーリー。いかにもでき

過ぎた内容だが、主人公の考え方は稚拙

で独りよがり。“素人”臭にあふれ、逆に

真実味がある。

事の発端は主人公が妻のケータイメー

ルを盗み見たこと。「携帯を世に送り出し

たNTTさえ恨む気分」になる。その後、

自らの書き込みを妻に読まれ、人格を疑

われる。しかし、インターネットがなけれ

ば夫は多くの人に励ましてもらえなかっ

た。半面、ネットがなければ妻は浮気で

きなかったかもしれないし、復縁は簡単

だった可能性もある。ストーリーはとも

かく、背後にあるネットとの関係を考えな

がら読んでみると、また別の興味もわい

てくる。

B o o k M a r k

『今週、妻が浮気します』
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『ビジネス ブログ ブック』

小川浩、四家 正紀、上田 一吉 著

ISBN4-8399-1710-8

1,764円

毎日コミュニケーションズ

ビジネスブログへと誘う先人たちの書
個人と組織の間でブログは何を生み出せるのか

増田 真樹（ジャーナリスト）

山根 康宏・なかのたかし 著

ISBN4-7973-2908-4

2,520円

ソフトバンク パブリッシング

進む！ ケータイのオープン化
来たるべき世界標準を一足早く使いこなすために

猛スピードでIT業界を駆け抜ける著

者たちの思考録やブログ界のキーマン

達へのショートインタビューで構成される

この本は、ビジネスシーンでブログを活

用するためのアイデアに満ちている。実

際にブログのシステムを使って記録する

手法で作られた本書は、ブログの機能や

その効果をしっかりと押さえつつ、ブロ

グ界のスピードを感じさせる内容となっ

ている。ブログをかじったことがある人

なら、本書にちりばめられたエッセンス

を読み解き、自分なりの発想を広げる

きっかけになるはずだ。

興味深いのは、ビジネスブログを“外

部向け”と“イントラネット向け”に分け、

組織がブログとどうつきあっていけばい

いのかを考察している点だ。イントラ

ネットでは、より柔軟かつ効率的な情報

共有の手段として活用することを提言し、

グループウェアなどとの差だけではなく、

実際導入する場合に問題となる既存シス

テムとの共存や共生についても述べられ

ている。また、外部向けには、ブログを

営業マンと見立て、メッセージを発信す

ることの重要性を説き、実際に筆者らが

手掛けた事例などから情報配信の特徴

を広く取り込み紹介している。

具体的な事例が少ないせいもあって、

仮説に終始する部分もあるが、見えにく

いビジネスブログの可能性を浮き彫りに

した本書は、2005年のネットビジネスに大

きな影響を与えるのは間違いなさそうだ。

編集部

老若男女、日本人はケータイが大好き

だ。そして、累計約8,000万台の市場が

でき、日本は世界でも有数のケータイ先

進国になったといわれている。

しかし、そんなケータイは実は日本国

内だけでしか通用しない、閉鎖市場向け

の商品だったのだ。これまでの2.5Gケー

タイでは、一部を除いてPDCという日本

独自の通信方式だったため、利用は国内

に限定されていた。おのずと市場規模も

決まってしまう。さらに、ケータイ電話会

社が端末開発費を端末メーカーに払って

「開発してもらっている」という状況では、

健康的な市場競争も働きにくい。

しかし、3Gの時代にはそうした概念

が大きく変わる。ケータイが海外で使え

るのはあたりまえ、端末そのものから、

組み込まれているチップ、OSにいたるま

で世界共通のものとなる。

ケータイ端末の製造も、ノキア、モト

ローラ、サムスンなど日本ではなじみの

少なかった国際企業が製品を投入してく

るだろう。PDAまで含めたいわゆるス

マートフォンと呼ばれているものをはじ

め、実に多様なケータイ端末が世界には

ある。こうした多様化は、メーカー間の

競争が激しいからこそ起こっている。

本書はそんな時代に先駆けて、海外で

ケータイを活用するためのさまざまなテ

クニックが解説されている。これまで一

部のケータイヲタクが培ってきたような裏

ワザが満載の本なのである。

本でしか得られない知識がある。

今月の、お勧め、お役立ち、元気になる書籍。

『3G&GSMケータイ活用事典　海外でも買エル使エル』
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